































図１ イタリア記念切手「マルコーニによる無線通信 100 周年」（筆者所蔵） 
1995 年に、グリエルモ・マルコーニによる最初の無線通信実験から 100 周年を
記念して発行された記念切手。イタリア・ボローニャ郊外にあるヴィラ・グリ
















































『メナムの残照』には具体的な日時は語られていないが、これは昭和 16 年 12 月 8 日の
出来事を表現したものと考えてよかろう。史実はこうだ。日本軍は、昭和 16年 12月 8日早
朝に、同日午前 3時 30分付の南方軍命令「南總作命甲第十号」[公文書館(1941)]に基づい
て、バンコクをはじめとするタイ各地で上陸作戦を決行する泰国進入作戦を開始した。ピブ






















おけるラジオ聴取者数は徐々に増加し、昭和 9 年末の 24､202 件から昭和 14 年には 29､564








これに関して、昭和 16年 10月 1日発行の雑誌『報道写真』に掲載された「東亞共榮圏現




































タイがラジオ放送の試験を開始したのは昭和 2 年である。ワット・リアブから HS4PJ の
コールサインにより波長 37ｍ（周波数 8､000kHz）、出力 200ワットの短波放送だった。その
 
図３ 黎明期のタイ・バンコクの放送局送信所の位置 










ことから、パヤタイに波長 350メートル（周波数 857kHz）、出力 2.5キロワットの中波放送
局 HSP1 が開設され、昭和 6 年 2 月 25 日に正式に定期放送が開始された。時のタイ国王ラ
ーマ七世プラチャーティポック王は、放送開始に際し、ラジオ放送は教育、商業を促進し、
広く一般に娯楽を提供するものである旨のステートメントを発信。国王のこの発言は熱狂
を以て受け入れられタイ国中の人々を元気づけた。昭和 12年には HSP1に代えて、波長 400
メートル（周波数 750kHz）、出力 10 キロワットの国内放送局 HS7PJ がサラデーンに新設さ
れ放送開始した。また、国内放送とは別に、波長 25メートル（周波数 12､000kHz）、出力 10
















3.2. 昭和 12年のタイの放送設備・技術事情 －松前重義がバンコクで見たもの－ 
昭和 12 年 1 月から 3 月にかけて、逓信省工務局無線課の松前重義逓信技師（当時）は、
アジア諸国の無線施設視察を目的としてアジア諸国を歴訪した。歴訪中バンコク滞在は 3月







大学にのみ置かれていた。同学が工学士授与開始したのは昭和 14 年で、昭和 15 年の工学
部（建築学科を除く）在学生は 260名。昭和 15年までに Diplomaの学位を 99名に、Higher 





































その翌昭和 13年 11月 26日、タイ政府は 100キロワット送信機の入札を実施した。日本
もこれに応札したが、日本製品は欧州製品の倍額近い高額であったため全く勝負にならず、
敗退した。応札したのは三井物産であり、その際の機材は日本電気製だった。 
100 キロワット送信機の入札では敗れた日本であったが、昭和 16 年には外交上の電報に
よって、50 キロワット送信機のタイへの納入についてタイ側と連絡を取り合っている。こ
の中で注目すべき電報は 9月 26日付けタイ・坪上大使発のもの。英国 100キロワット送信
機が輸送中に撃沈され、英国は再製作に 1年間を要するという状況下、タイ側から日本に送
信機供給の要請があった場合はどう対処すべきかの指示を仰いでいる[公文書館
(1941b:11)] 。そして、日本電気製の 50キロワット送信機の納入の運びとなった。 
この 50 キロワット送信機納入劇の裏舞台を[国際電気通信(1949:87)]は、海外放送専門
の送信所である八俣送信所の「局舎の建設は昭和 14 年秋着工、15 年 10 月一部竣工した。
一方、海外放送の緊急擴張の要望により局舎竣工前、日本電氣製 50kW 電話送信機を搬入、































用施設である。昭和 5 年に大阪市天王寺公園、昭和 6 年に奈良市奈良公園と神戸市湊川公







（令和 2 年 8 月 23 日 筆者撮影） 
横浜市の野毛山公園のラジオ塔は聴取契約
者数が百万人を超えた記念に設置が計画さ














昭和 15 年の日本は紀元 2600 年に当たる雰囲気と支那事変による混沌とした国際情勢の
中にあったが、放送開始 15周年を迎えたラジオ放送聴取者数は 500万を突破する盛況を示
していた。そうした中、ラジオの普及開発活動の一翼を担ったのがラジオ塔だった。昭和 15
年には、その設置箇所数は直轄管内 27、大阪管内 80、名古屋管内 31、広島管内 74、熊本管
内 55、仙台管内 43、札幌管内 36の合計 346箇所に及んでいる。これらに加えて、東京、上


























































































当時、在外の日本人小学校も内地同様に国民学校と名称を変えていた。例えば大正 15 年 6
月 1日開設の盤谷日本人尋常小学校 8は昭和 16年 4月 1日に日本国民学校と改称している。 














明を掲載した[藤村(1942a:156-159)､ 藤村(1942b:170-173)､ 藤村(1942c:180-184)]。 
これによると、日本の体操は明治 11 年から 26 年の間はリズム的連続体操であったが、












































































原「ギレルモさん、 あなた、今朝 放送 された さう です ね。」 
ギレルモ「ええ、日本放送協會 から 頼まれ て、放送會館 から 南米 に 向け、 
十五分間 放送 しました。」 
マリオ「何 を 放送 された の です か。」 
ギレルモ「私 は、 かねて から 俳句 に 興味 を 持っ て ゐました から、 
芭蕉・蕪村・一茶 と いふ 三人 の 有名な 作者 の 俳句 を 例 に 
引き ながら、世界 で 一番 短い 形 を 持った 詩、 しかも その 小
さな 形 の中 に、日本人 の 自然 を 愛する 氣持 を よく うたっ
た 美しい 詩 を、故國 の 人々 や 南米 の お友達に 紹介 した 
の です。」 
ゲン「では、日本 に 居る 人達 は、あなた の 講演 を 聞けなかった の 
です か。」 
ギレルモ「さう です。私 の は 海外放送 と いっ て、外國 へ の 放送 
に 限られた もの でした から、殘念 ながら あなた方 に は 聞い 
て いただけなかった の です。」 
マリオ「原さん、日本 の 海外放送 は どんな 風 に やっ て ゐます か。」 
原「日本 の 放送事業 は、大別 する と、國内放送 と 海外放送 の 二つ 
に なっ て をります。海外放送 は 第一送信 から 第七送信 まで 七
つ の 種類 が あり、アジア・ヨーロッパ・アメリカ など、全世界 へ 十































ャワ向けが 13:15-13:30、シャム向けが 13:30-13:45で 15.660MHz。満州向けが 13:45-14:00
で 10.735MHz。米国向けが 14:15-14:30で 15.760MHzだった[国際電気通信(1939:36)]。 
海外放送は「海外在住の日本人をねぎらったり、一般外国人向けに日本の宣伝や文化の紹
介を目的とするもの」であり、「1934年 6月、名崎送信所から、台湾、朝鮮、満州へ向けて
国内放送番組の中継放送を開始 ･･･中略･･･ 翌 1935年 6月から正式に「海外放送」として















6.3.1. 日本の海外放送 -昭和 12年には世界最大の 50キロワット送信機を導入- 






はれて居る。又放送用送信機も 20kWのものを使用して居たが、昭和 12年 5月から 50kWの
短波無線電話送信機としては世界最大のものを使用して居る」と記した。この第 2表によれ
ば、当時の対地別の放送時間は北米西海岸及びハワイ向けが午後 2時 30分から午後 3時 30
分まで、北米東海岸及び南米向けが午前 6 時 30 分から午後 7 時 30 分まで、欧洲向けが午







 昭和 12 年 1 月 1 日に開始された南洋向け・南方向の海外放送には、同年 5 月 10 日に新





















昭和 14 年 7 月 1 日現在、海外放送は、5 方向に向け一日 5 送信合計 8 時間の放送を行っ
ていた。第 1送信がヨーロッパ向け、第 2送信が南米向け、第 3送信が北米東部向け、第 4
送信が北米西部とハワイ向け、第 5送信が支那・南洋向けだった。南米と北米東部・ハワイ
向けには名崎送信所のコールサイン JZI（周波数 9､535kHz）と JZL（周波数 17､785kHz）の
送信機が、それ以外の方向向けの送信には同送信所のコールサイン JZJ（11､800kHz）と JZK
（周波数 15､160kHz）の送信機が用いられていた[放送協会(1940:178)]。  
昭和 15 年 6 月 1 日には、西南アジア諸国との友好関係の促進とハワイ在住 15 万人の日
本人・日系人に放送を届けるために西南アジア向けとハワイ向けを創設し、世界の 7方向に
向けて使用言語 12か国語、放送時間 12時間と拡充が図られた[放送協会(1941:180)]。 
 
6.3.4. 昭和 16年、海外放送専用局八俣送信所開設 
6.3.2項に示したような世界的潮流の中、茨城県猿島郡八俣町（現在の古河市東山田）に
海外放送専用局として八俣送信所が設置されることとなった。八俣送信所は、昭和 15年 12
月 1日から試験放送を実施し、昭和 16年 1月 1日に海外放送の本放送を開始した。 
「無線通信」(1941：282)によれば、アジア向けの海外放送に使用された送信機のコールサ
インは JZJ（周波数 11､800kHz）、JZK（周波数 15､160kHz）、 JVW3（周波数 11､725ｋHz）で
ある。このうち、バンコク、サイゴン、広東、マニラを対象とした南洋向けに使用されたの
は JZJ（周波数 11､800kHz）と JVW3（周波数 11､725ｋHz）である。ここで、JZJと JZKは従
来の名崎送信所のコールサイン、JVW3 は新設された八俣送信所からの送信に使われたコー
ルサインである。 
八俣送信所からの本放送開始に伴い、昭和 16 年 9 月 24 日に拡充計画が実施された。こ
れにより、新たに近東向け、中南米向け、豪州向け等の各方向向けが新設されて世界に向け










6.3.5. 昭和 15年 12 月、八俣送信所試験放送期間中にタイ向け番組を放送開始 
昭和 14年秋以降、北米西部向けには生音楽が隔日で放送されていた。 




昭和 16 年 1 月 1 日の八俣送信所の始動に合わせて、生音楽の送出は毎月 50 回に及ぶこ
とになる等、海外放送における音楽が大拡充された。タイ向けを含む東南アジア方面への放
送時間帯は日本時間 21:55～24:00の第 5送信である。このうちタイ向け番組の時間は 23:00
から 23:30の 30分間、番組内容はタイ語ニュース、タイ語通信、講演、演芸、音楽、実況
等であった。なお、この第 5送信はバンコクのほか、サイゴン、広東、ラングーンも対象と
しており、仏語の番組に 60分、広東語の番組に 10分、ビルマ語の番組に 20分の時間が配
分されていた[放送協会(1943:187-188､192-193)]。 
 








図１０ 八俣送信所本館（令和 2 年 8 月 14 日 筆者撮影） 
昭和 16 年 6 月 1 日に海外放送の送信を開始した八俣送信所の本館は設置




6.5. 昭和 17年に開始された日本タイ交換放送 
昭和 16年、日本とタイとの間の友好増進の見地からラジオ
交換放送の実施について綿密なやりとりが続けられていた。
同年 12 月 23 日、日本からタイに向けての放送は第一週と第
三週、タイから日本に向けた放送は第二週と第四週とする方
向が打ち出された。翌昭和 17年 2月 4日には、毎週土曜日に
実施することとし、第一回は日本からタイに向けて 2月 21日、
第二回はタイから日本に向けて 2月 28日、以後交互に継続す
ることが確認された。その後も調整が続き、2 月 27 日になっ
て漸く具体的なプログラムが固まった。最初の放送は、日本か
らとなり、東京時間 2 月 28 日の午後 11：00 から 11：30、周












全文を掲載した旨を報告している。   
そして、 「日タイ協」(1942:41)にタイに向けた定期国際放
送の３月のスケジュールが掲載された。日本からの放送は第
二・第四土曜日の 14 日と 28日で、午後 11時から 11時 30分
まで。その内容は講演・音楽・ニュースだった(表１)。 
 
6.6. 昭和 17年、『日本国タイ国間文化協定』における放送に関する条文 
昭和 17年 12月 26日に公布、同 28日に官報掲載された『日本國「タイ」國間文化協定』








イ協会会報』第 27 号 















6.7. 昭和 18年、タイでは放送聴取に対する規制を強化 
 昭和 18年 1月 8日の「デリー放送局放送聴取禁止に關する泰國警視廳令」によってデリ

















昭和 23年 11月 10日、国際電気通信株式会社は解散し、戦後の国際放送業務は昭和 28年
3月 24日創立の国際電信電話株式会社（KDD）が担うこととなる。そして、八俣送信所が実

































には 300kW送信機が 5台、100kW送信機が 2台置かれ、空中線はカーテンアンテナが 15式、


















昭和 17年 3月 31日に国際学友会が発行した日本語学習者のための日本語教科書は海外














1. 松前重義：明治 34 年 10 月 24 日生まれ。東海大学創立者。大正 14 年に逓信省に入省し、工
務局長を経験の後、昭和 20 年 8 月 30 日から同 21 年 4 月 8 日まで逓信院総裁を務めてい
る。松前重義を陰に陽に指導した梶井剛は、明治 20 年 7 月 20 日生まれ、工務局長を最後に
















6. 網島毅：明治 38 年 6 月 2 日生まれ。昭和 16 年 12月 8 日には松前重義から逓信省無線課長
の職を引き継いでいる。戦後には電波監理長官、電波監理委員会委員長を務めた。

























田中寛(2015)『戦時期における日本語・日本語教育論の諸相』第 5部第 1章、ひつじ書房 
中上豊吉(1937)「國際無線電話と海外放送」、『電氣工学』VOL27 １月号、電氣工學社､3-6p 
沼田尚道(2009)「無線の真の役割は人命の救助のためにあり ～マルコーニの言葉～」、
























藝能文化協会(1942)『藝能文化』第 9巻 第 11 号、4-5p、8-11p 
国際学友会(1942)『日本語教科書 巻三』、国際学友会（代表 矢田部保吉）、67-84p 
































/02-01.html>, 2020年 10月 1日検索 
NHK「NHK WORLD-JAPAN」 <https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/ja/>, 2020年 10月 1日検索 
Japan’s overseas broadcasting services by shortwave radio 
in 1940’s & A broadcasting listening situation in Bangkok 
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正誤表
p357　図１０のキャプション１行目
　　（誤）昭和16年6月1日
　　（正）昭和16年1月1日
